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1. 研究の概要

■ 神戸JIBANKUNの活用

① より一層の活用のため、

新たなアプリケーションを開発

② 具体的な活用方法の提案と研究

～下水道管渠を対象とした健全度の評価

および予測に関する研究～



2. 研究メンバー

協和設計株式会社 西岡 孝尚

協和設計株式会社 田中 正吾

株式会社昭和設計 小畑 博之

株式会社昭和設計 峯山 恵光

中央開発株式会社 前田 直也

中央復建コンサルタンツ株式会社 八谷 誠

阪神コンサルタンツ株式会社 末廣 匡基



3. 神戸JIBANKUN
（１）概 要

① PC版 （H11.3～）

・神戸市域の地盤情報を収集・利活用して様々な研究を

行うツールの１つ ：「神戸JIBANKUN」が開発

・当初はPC上で動作 Windowsアプリケーション

・開発：神戸市

（財）建設工学研究所，

（株）ドーン

中央開発（株）

・ボーリングデータを含む様々な研究成果は

神戸の地盤研究会等のメンバーによる研究成果



3. 神戸JIBANKUN
② WEB版（H25.4～）

・PC版の開発から10年以上経過

動作するOSが旧式化

新たなアプリケーションを開発

・当時のユーザーへのアンケート結果

：利用内容の多くはボーリングデータの閲覧

データの管理・保管を主目的としたシステム

・PC版：ソフトウェアのインストールが煩雑

・現 在 ：インターネット環境の普及

WEBブラウザによるシステム



3. 神戸JIBANKUN

③ 利用方法

・「神戸JIBANKUN運営委員会」所有・運営・管理

：開発の４主体で構成

・利用希望者は，「神戸すまいまちづくり公社」

契約利用申し込み

年間利用料(¥20,000-)

ログイン用のIDとパスワードを受領

HPにログインして利用



3. 神戸JIBANKUN

④ システム概要

・適用範囲：神戸市内

・ボーリング登録本数：概ね6000本

・背景地図：電子国土

（標準地図，空中写真，OpenStreetMap，DMデータ）

・表示可能項目：微地形区分，宅地擁壁被害，

地質図，噴砂図，古地図など

を重ね合わせで表示



■ トップ画面



■ 初期画面表示

〇データベースの操作パネル
・背景図の移動・拡大
・柱状図選択
・検索機能など

〇データベースの表示項目
・背景図（ベースマップ）の
切り替え

・各種情報の重ね合わせ

〇画面の拡大・縮小・移動
・画面上の情報を見やすく



■ 拡大図 ：青丸がボーリングデータ



■ ボーリング柱状図



■ 土質試験結果 ：試験が実施されていた場合



■ 断面図：設定した断面線に近隣の柱状図を投影



■ 断面図：設定した断面線に近隣の柱状図を投影



■ ボーリングの検索

例えば，KGxxxxxという
ボーリングを探したいとき
➥ボーリングNo.にKGと
入力して検索をクリック



■ ボーリングの検索結果



⑤ 現在のメンテナンス状況

年一回程度，
神戸市発注・実施済みのボーリングデータを，
運営委員会でデータ審査を行い追加登録



（２） 新たなアプリケーションの開発

① 現時点で利用可能なアプリケーション

・CKC-LIQ (シーケーシー リック)

：中央開発HPで無償配布

フリーソフト

・神戸JIBANKUNから

ダウンロード柱状図データを読み込み

各種基準による液状化判定計算を実施



CKC-LIQの画面例 Windowsアプリ



②新たなアプリケーションの開発

ソースコード 公開は難しい

：神戸JIBANKUN運営委員会が所有

★現行ユーザーへのアンケートを実施

ユーザーのニーズを把握

仕様変更など議論

運営委員会へ変更を依頼する

：費用・開発期間（今後の課題）



③ 既存の研究成果の表示

・これまでの神戸地盤に関する研究会成果

・公表可能なもの

➥神戸JIBANKUNに表示

現行の地質図等の様に

チェックマークのON/OFFで

表示／非表示を切り替え



④ 今後の課題

・研究成果をインターネットで公開可能か?

：神戸市と協議

・改良版

➥研究年度内にデモを目指す



5. 具体的な活用方法の提案

（１）地盤図に関する動き

地盤工学会における活動「全国電子地盤図」
・表層地盤情報データベース連携に関する研究委員会

・全国電子地盤図の拡張と運用に関する研究委員会

「全国電子地盤図」は，本学会が科学技術振興調整費による重要課題解決型研
「統合化地下構造データベースの構築」（平成18～22年度）を研究分担する
中で提起されたもので，各支部において地域の地盤情報を活用して250mメッ
シュの表層地盤モデルを作成することによって全国の表層地盤情報を連携し，
さらに一般も含めて多くの方々に地域の地盤情報を提供することを目的として
います。
今回の公開はシステム構築の中で作成された一部地域の情報に限定されます

が，今後さらに全国への展開が期待されます。会員各位のご意見等も受け付け
ますので，是非お立ち寄りください。
＜サイトへのアクセス＞ http://www.denshi-jiban.jp/

http://www.chika-db.bosai.go.jp/
http://www.denshi-jiban.jp/




全国電子地盤図公開状況 2015.12



（２）下水道管渠を対象とした健全度の評価

および予測に関する研究

・神戸JIBANKUNを活用

・地盤と下水管路の破損や損傷との関係

・下水管内の調査結果に基づく健全度と

地盤特性との関連性の有無など考察

・未調査エリアにおける劣化予測



■ 研究の背景（神戸市ＨＰより）

・神戸市の汚水管きょ

水洗化の促進などを目的

高度成長期（昭和45～50年頃）に

集中して布設

・汚水管きょの布設延長

約4,000キロメートルに達す

・老朽化した汚水管きょ

道路陥没・漏水などの事故

浸入水の増大による処理費用の増加

下水道の機能停止など全国的に大きな課題



＜課題＞

今後、増大する老朽管きょの

効率的・効果的な調査・計画・改築

2034年には6割以上が
老朽管きょ



■ 汚水管きょ改築更新計画における活用

・汚水管きょの調査結果（損傷度合い）と

地盤との関連性を確認

➥汚水管きょ改築更新計画の優先度判定の

一因として反映

・地盤特性の異なる海側と山側で

管きょの耐用年数の違いを見出す

・阪神大震災前後での管きょ耐用年数の違い
を見出

➥改築更新計画に反映



■ 現時点での検討策

・管渠調査の実施済みエリアで

神戸JIBANKUNデータと重ね合わせ

・軟弱地盤、地下水、液状化などとの関連性

・代表エリア（海側・山側）を設定

地盤と管渠の健全度結果と照合

・管渠の敷設時期との関連：阪神大震災前後

・下水道管理者と連携 要望を本研究に反映



神戸市下水管渠データと
神戸JIBANKUNデータとの重ね合わせ

ボーリングデータ
の位置

下水管きょの位置

その他
地形データとの
重ね合わせ



（３）その他

・神戸JIBANKUNを活用

昨年度、

神戸市全域の地質図

市街地部の微地形区分図

ディジタル化済み

JIBANKUNに搭載予定

＊成果報告書p.68～69図

・三次元データの活用（神戸大学）



4.神戸市での事例に関して

機能の妥当性の確認

33

モデル化の条件：
・ 2次元地層断面図の作成に使用した88本のボーリングデータを使用

・ 土質分類を礫，砂，シルト，粘土の4種類に簡素化

Layer 地層色 地層区分
透水係数
kx,y,z [m/s]

1 表層土(中粒砂) 7.2×10-5

2 礫 2.0×10-4

3 砂質シルト 1.0×10-6

4 砂質粘土 1.0×10-8

5 中粒砂 2.8×10-5

6 シルト 1.0×10-6

7 粘土 1.0×10-8

8 シルト質砂 2.8×10-5

9 粘土 1.0×10-8

10 粘土質砂 2.8×10-5

11 粘土 1.0×10-8

12 砂 2.8×10-5

13 砂質粘土 1.0×10-8

14 粘土質砂 2.8×10-5

15 粘土 1.0×10-8

16 粘土質砂 2.8×10-5

17 粘土 1.0×10-8



4.神戸市での事例に関して- Case-3の結果 -
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ポートアイランド六甲アイランド

・表層に砂礫，その下に粘性土が
堆積している様子が確認できる

埋立地の地層構造が再現された

・表層の一部で粘性土が露出

概ね妥当な結果が得られた

埋立地造成前のボーリングデータの
影響か

不備が生じた箇所の透水係数を
適切に設定することで，解析上
この問題は解消可能



4.神戸市での事例に関して

Case-3

35西部

中部

東部



6. 今後のスケジュール
〇神戸JIBANKUNに関する

現行ユーザーへのアンケートを実施

〇これまでの成果を神戸JIBANKUNへ掲載

〇神戸JIBANKUNと神戸市下水管渠データの
重ね合わせ

➥地盤との関連性を考察

追加調査の必要性の有無

追加調査

考察・評価・展開


